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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期
第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで

平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで

平成24年４月１日から

平成25年３月31日まで

売上高（百万円） 51,630 54,744 202,236

経常利益（百万円） 3,778 4,808 16,326

四半期（当期）純利益（百万円） 2,254 2,690 9,722

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
4,489 8,075 16,622

純資産額（百万円） 125,323 142,585 135,710

総資産額（百万円） 179,224 208,384 196,375

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
46.82 56.05 201.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 65.6 63.6 64.6

（注）　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書の提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におきましては、国内の受注減少はみられるものの、円安効果や新拠点の販売開始によ

り、売上高は増加しております。利益面におきましては、円安効果やコスト低減活動を進めてまいりました結果、当

第１四半期連結累計期間の業績は、売上高 ５４７億円（前年同期比 ６．０％増）、営業利益 ４０億円（前年同期

比 １．９％増）、経常利益 ４８億円（前年同期比 ２７．３％増）、四半期純利益 ２６億円（前年同期比 １９．

３％増）となりました。

　

（セグメント情報）

　報告セグメントの概要は下記のとおりであります。

［ＭＴ（手動変速装置関連事業）］

　円安効果及び堅調なアセアンと中国の受注増加により、売上高は１６８億円（前年同期比 １０．４％増）となり

ました。セグメント利益は、販売構成の変化及び労務人件費等固定費の増加により、２１億円（前年同期比 ５．

５％減）となりました。

［ＡＴ（自動変速装置関連事業）］

　中国問題による国内自動車メーカー及びトランスミッションメーカーからの受注減少はあるものの、円安効果及

び新拠点の販売開始により、売上高は ３２０億円（前年同期比 ４．７％増）となりました。セグメント利益は、売

上高の増加及びコスト低減活動により ２２億円（前年同期比 ５８．４％増）となりました。

［その他］

　国内の産業機械用製品の受注減少はあるものの、円安効果により、売上高は ５８億円（前年同期比 １．４％増）

となりました。セグメント損失は、国内の産業機械用製品の受注減少及び新拠点立上げ費用の発生により ３９百万

円（前年同期は ４億円のセグメント利益）となりました。

　

所在地別の概況は下記のとおりであります。

［日本］

　中国問題による国内自動車メーカー及びトランスミッションメーカーからの受注減少により、売上高は３０９億

円（前年同期比 ５．９％減）となりました。営業利益は、円安効果及びコスト低減活動により ２８億円（前年同

期比 ３３．２％増）となりました。

［米国］

　円安効果および新拠点の販売開始により、売上高は １０２億円（前年同期比 ３６．４％増）となりました。営業

利益は、売上高の増加により ４億円（前年同期比 ３２．７％増）となりました。

［アジア・オセアニア］

　円安効果により、売上高は １２３億円（前年同期比 ２０．１％増）となりました。営業利益は、労務人件費等固

定費の増加及び新拠点立上げ費用の発生により１０億円（前年同期比 １６．９％減）となりました。

［その他］

　売上高は１１億円（前年同期比 ２６．７％増）となりました。営業利益は、３５百万円（前年同期比 ５８．０％

減）となりました。
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（2）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は２,０８３億円となり、前連結会計年度末に比べ １２０億円増加いたし

ました。主な内容は、有形固定資産の増加 ５９億円、受取手形及び売掛金の増加 ２５億円、現金及び預金の増加１

１億円であります。負債は ６５７億円となり、前連結会計年度末に比べ ５１億円増加いたしました。主な内容は、

支払手形及び買掛金の増加 ２２億円、未払費用の増加 １６億円であります。純資産は１,４２５億円となり、６８

億円増加いたしました。主な内容は、利益剰余金の増加 １４億円（四半期純利益による増加 ２６億円、剰余金の処

分（配当金）による減少 １１億円）、為替換算調整勘定の変動による増加 ４０億円、少数株主持分の増加 １１億

円であります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更は

ありません。

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、1,065百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金及び設備投資資金は、主として自己資金により充当し、必要に応じて借入による資金調達

を実施することを基本方針としています。

　当第１四半期連結累計期間における設備投資等の資金については、主として自己資金により充当しました。

　今後の資金需要の主なものは、環境性能の高い新製品の開発投資やさらなるグローバル化に対応するための海外

投資等であります。これらの資金需要に対しては、主に自己資金で充当する予定ではありますが、資金の不足時に備

え、直接金融においては格付機関による企業格付の向上を図ること、また、間接金融では金融機関との関係を強化す

ることにより有利な調達条件の維持に努め、負債と資本のバランスに配慮しつつ、適切で柔軟な資金調達体制を構

築してまいります。

　従い、当社グループは、その健全な財務状態、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す能力、当社グループの

成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

(株)
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通

株式
48,593,736 48,593,736

東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 48,593,736 48,593,736 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 48,593 － 8,284 － 7,540

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 594,600 916 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,974,800 479,748 －

単元未満株式 普通株式 24,336 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 48,593,736 － －

総株主の議決権 － 480,664 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄には、当社所有の自己株式が 503,000株、日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式 91,600株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 600株、議決権の数が６個含まれて

おります。

②【自己株式等】

　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（数）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エクセディ
大阪府寝屋川市木田

元宮１丁目１番１号
503,000 91,600 594,600 1.22

計 － 503,000 91,600 594,600 1.22

（注）　他人名義で所有している理由等

　株式付与ＥＳＯＰ制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（株式付与ＥＳＯＰ信託

口）東京都港区浜松町２丁目11番３号）が所有しております。

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

 6/18



２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,664 26,786

受取手形及び売掛金 ※2
 39,817

※2
 42,375

商品及び製品 11,012 11,360

仕掛品 4,972 4,883

原材料及び貯蔵品 8,952 9,555

繰延税金資産 3,140 3,947

短期貸付金 518 518

その他 3,745 3,953

貸倒引当金 △102 △105

流動資産合計 97,723 103,274

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,522 27,542

機械装置及び運搬具（純額） 33,345 35,990

土地 9,037 9,192

建設仮勘定 17,037 16,814

その他（純額） 4,645 4,970

有形固定資産合計 88,589 94,510

無形固定資産 3,074 3,261

投資その他の資産

投資有価証券 2,949 3,405

長期貸付金 435 426

前払年金費用 － 202

繰延税金資産 1,927 1,802

その他 1,716 1,541

貸倒引当金 △39 △40

投資その他の資産合計 6,988 7,337

固定資産合計 98,652 105,109

資産合計 196,375 208,384
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,471 17,695

短期借入金 5,119 5,172

1年内償還予定の社債 66 66

未払費用 6,893 8,540

未払法人税等 2,684 2,705

製品保証引当金 417 417

その他 8,081 7,359

流動負債合計 38,734 41,956

固定負債

社債 7,000 7,000

長期借入金 7,903 9,899

長期未払金 652 503

繰延税金負債 2,085 2,259

退職給付引当金 3,938 3,785

資産除去債務 27 35

その他 322 358

固定負債合計 21,930 23,841

負債合計 60,664 65,798

純資産の部

株主資本

資本金 8,284 8,284

資本剰余金 7,540 7,540

利益剰余金 116,914 118,404

自己株式 △1,498 △1,498

株主資本合計 131,241 132,730

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 736 950

為替換算調整勘定 △5,135 △1,090

その他の包括利益累計額合計 △4,398 △139

少数株主持分 8,868 9,994

純資産合計 135,710 142,585

負債純資産合計 196,375 208,384
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
　(平成24年４月１日から
　平成24年６月30日まで)

当第１四半期連結累計期間
　(平成25年４月１日から
　平成25年６月30日まで)

売上高 51,630 54,744

売上原価 41,335 43,912

売上総利益 10,294 10,831

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 1,395 1,379

製品保証引当金繰入額 39 23

役員報酬及び給料手当 1,719 1,972

退職給付費用 23 △6

研究開発費 991 1,065

その他 2,140 2,334

販売費及び一般管理費合計 6,308 6,768

営業利益 3,985 4,063

営業外収益

受取利息 57 64

受取配当金 18 20

持分法による投資利益 3 31

為替差益 － 747

その他 146 166

営業外収益合計 225 1,029

営業外費用

支払利息 107 151

社債利息 8 8

固定資産除売却損 10 66

為替差損 250 －

その他 55 56

営業外費用合計 432 284

経常利益 3,778 4,808

特別利益 － －

特別損失 － －

税金等調整前四半期純利益 3,778 4,808

法人税、住民税及び事業税 1,887 2,471

法人税等調整額 △577 △589

法人税等合計 1,309 1,881

少数株主損益調整前四半期純利益 2,469 2,927

少数株主利益 214 237

四半期純利益 2,254 2,690
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
　(平成24年４月１日から
　平成24年６月30日まで)

当第１四半期連結累計期間
　(平成25年４月１日から
　平成25年６月30日まで)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,469 2,927

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △141 213

為替換算調整勘定 2,162 4,927

持分法適用会社に対する持分相当額 － 6

その他の包括利益合計 2,020 5,148

四半期包括利益 4,489 8,075

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,768 6,949

少数株主に係る四半期包括利益 721 1,126
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

持分法適用の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間において、新たに設立したエクセディエンジニアリングアジアを持分法適用の範囲

に含めております。

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形割引高 724百万円 638百万円

受取手形裏書譲渡高 11 8

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当
四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計
期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 161百万円 127百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（平成24年４月１日から
平成24年６月30日まで）

当第１四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年６月30日まで）

減価償却費 2,783百万円 2,720百万円

のれんの償却額 16 4
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,206 25.0平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

（注）　　平成24年６月22日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会

　　　　　社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金２百万円を含んでおります。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

著しい変動がないため、記載しておりません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,202 25.0平成25年３月31日平成25年６月24日利益剰余金

（注）　　平成25年６月21日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会

　　　　　社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当２百万円を含んでおります。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

著しい変動がないため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　前第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日）

　 報告セグメント その他

（百万円）

（注）

合計

（百万円）　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 15,219 30,641 45,861 5,769 51,630

セグメント間の内部

売上高または振替高
61 556 618 2,177 2,796

計 15,281 31,198 46,479 7,947 54,426

セグメント利益 2,295 1,441 3,737 460 4,197

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事業、

２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日）

　 報告セグメント その他

（百万円）

（注）

合計

（百万円）　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 16,803 32,090 48,894 5,850 54,744

セグメント間の内部

売上高または振替高
82 560 642 1,653 2,296

計 16,885 32,651 49,537 7,503 57,040

セグメント利益又はセ

グメント損失(△)
2,170 2,283 4,453 △39 4,414

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事業、

２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容

　（差異調整に関する事項）　

利益
前第１四半期連結累計期間

（百万円）
当第１四半期連結累計期間

（百万円）

報告セグメント計 3,737 4,453

「その他」の区分の利益又は損失(△) 460 △39

セグメント間取引消去 48 51

のれんの償却額 △16 △4

全社費用（注） △259 △354

その他 16 △43

四半期連結財務諸表の営業利益 3,985 4,063

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（平成24年４月１日から
平成24年６月30日まで）

当第１四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年６月30日まで）

１株当たり四半期純利益金額 46円82銭 56円05銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 2,254 2,690

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,254 2,690

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,161 47,998

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．普通株式の期中平均株式数は、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する

自己株式（前第１四半期連結会計期間末日現在 99,600株、当第１四半期連結会計期間末日現在 91,600

株）を控除し算出しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

株式会社エクセディ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅田　佳成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 榎本　　浩　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山口　義敬　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセ

ディの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセディ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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